
令和５年度東北農業試験研究推進会議 生産環境推進部会 

  土壌肥料研究会（夏期） 開催要領 

  東北農業試験研究推進会議 生産環境推進部会長 

  農研機構東北農業研究センター 

  緩傾斜畑作研究領域長 関矢博幸 

１．趣 旨 

 人口増加に伴う世界的な穀物需要の増加やコロナ禍による物流の混乱、さらにロシアに

よるウクライナ侵攻などに起因し、化学肥料原料の価格が大幅に上昇しており、今後もこ

の傾向は継続する可能性が高い。そこで、本研究会では、肥料の低コスト化を念頭に、国

内の肥料資源の有効活用策について議論および情報交換を行う。 

２．開催日時 令和５年７月２０日（木）１３：１５～１６：３０ 

７月２１日（金） ９：００～１２：４０

３．開催場所  

（１）室内検討会（７月２０日）

アイーナ 会議室 804A（岩手県盛岡市盛岡駅西通 1-7-1 TEL:019-606-1717）

（２）現地検討会（７月２１日） 

岩手県内の関連施設 

４．検討内容 

（１）室内検討会 

  検討課題「国内の肥料資源の有効活用に向けて」 

基調講演（農研機構九州沖縄農業研究センター 荒川祐介氏） 

各機関からの発表（学会発表形式 10分発表 5分質疑応答×7課題程度） 

（２）現地検討会 

㈱バイオマスパワーしずくいし（岩手県岩手郡雫石町中黒沢川 17-7） 

㈶岩手県下水道公社 都南浄化センター（岩手県盛岡市東見前 3地割 10-2） 

５．参集範囲 

国立研究開発法人試験研究機関および公設試験研究機関の関係者、東北農政局担当官、大学

関係、県行政部局・県普及部局の関係者、その他推進部会長が必要と認める者 

６．連 絡 先 

事務局：農研機構東北農業研究センター 緩傾斜畑作研究領域 出口新 

〒020-0198 岩手県盛岡市下厨川字赤平 4 

TEL：019-643-3543 FAX：019-643-3543 E-mail：deguchi@affrc.go.jp 

７．その他 

資料提出などの詳細については、別途事務連絡いたします。 


